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主な内容

● 事業からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・1～2 ● 収入保険（加入者の声）・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

● 支所事務所統合のお知らせ・・・・・・・・・ 4 ● 県内散歩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5～6
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支所名  戸数
（戸）

面積
（ha）

共済金額
（万円）

やまと北部
北和
磯城
宇陀
中和
葛城
南和
合計

3,533
2,334
1,864
1,460
2,373
2,601
1,007
15,172

1,509
857
736
645
864
830
396
5,837

95,661
51,591
44,753
39,128
52,709
56,978
23,489
364,309

令和２年産水稲共済支所別引受状況（８月末現在）

　

農
家
単
位
で
の
補
償
で
は
対
象

外
に
な
っ
て
し
ま
う
被
害
を
補
償

す
る
の
が
一
筆
半
損
特
約
で
す
。

　

左
図
の
よ
う
に
Ⓐ
・
Ⓑ
の
ほ
場
で

被
害
が
な
く
て
も
、
５
割
以
上
の

収
量
減
が
見
込
ま
れ
る
ほ
場
Ⓒ
は
、

５
割
減
収
と
し
て
評
価
し
、
ほ
場

Ⓒ
の
基
準
収
穫
量
の
２
割
分
の
共

済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
（
加
入

方
式
で
最
高
補
償
を
選
択
し
た
場

合
）。

　

半
相
殺
方
式
と
全
相
殺
方
式
、

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
の
す
べ

て
に
一
筆
半
損
特
約
を
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

減
収
部
分基

準
収
穫
量

　

法
改
正
に
よ
り
、
一
筆
方
式
が
令

和
４
年
産
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

一
筆
方
式
で
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
令
和
３
年
産
ま
で
加
入
で
き
ま

す
が
、
令
和
４
年
産
か
ら
は
農
家
単

位
で
収
穫
量
を
補
填
す
る
半
相
殺
方

式
や
全
相
殺
方
式
、
地
域
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
方
式
な
ど
の
方
式
変
更
ま
た
は
、

収
入
保
険
へ
の
移
行
が
必
要
で
す
。

　

一
筆
方
式
は
一
筆
ご
と
に
被
害
を

補
償
し
ま
す
が
、
半
相
殺
方
式
、
全

相
殺
方
式
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方

式
は
農
家
単
位（
全
水
稲
作
付
面
積
）

で
被
害
を
補
償
し
ま
す
。
全
相
殺
方

式
は
、
生
産
量
の
概
ね
全
量
を
Ｊ
Ａ

等
に
出
荷
し
、
そ
の
出
荷
資
料
に
よ

り
原
則
過
去
５
か
年
間
の
収
穫
量
を

正
確
に
確
認
で
き
る
こ
と
が
加
入
要

件
と
な
り
ま
す
。

□
農
作
物
共
済（
水
稲
）

農
作
物
共
済（
水
稲
）・
建
物
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ 

令
和
２
年
産
引
受

令
和
４
年
産
か
ら
の
加
入
方
式
を

紹
介農

家
単
位
の
加
入
方
式

　

令
和
２
年
産
の
引
受
面
積
は
５

千
８
３
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
対
前
年

96
・
1
％
、
収
入
保
険
移
行
分
を

含
め
る
と
96
・
7
％
）
と
な
り
ま

し
た
。
引
受
戸
数
は
、
１
万
５
千

1
７
２
戸
（
対
前
年
95
・
0
％
）、

共
済
金
額
は
３
６
億
４
千
３
０
９

万
円
（
対
前
年
96
・
1
％
）
と
な

り
ま
し
た
。（
８
月
末
現
在
）

水稲共済の引受方式 
補償内容 補償割合加入方式

一筆方式
（令和４年産から廃止）

　半相殺方式　

全相殺方式
※
　地域インデックス

方式

耕地ごとに引受を行い、耕地の収穫量が基準収穫量の７割（６割、
５割）を下回った場合に共済金を支払います。
　農業者ごとに引受を行い、収穫量が基準収穫量の８割（７割、６割）
を下回った場合に共済金を支払います。
　農業者ごとに、出荷デ一夕等を基に引受を行い、出荷デ一タによる
収穫量が９割（８害、７割）を下回った場合に共済金を支払います。
　農林水産省が公表する地域の当年の統計単収が、当該地域の過去
の平均単収の補償割合を下回った場合に共済金を支払います。 

７～５割
　

８～６割
　

９～７割
　

９～７割

※全相殺方式は生産量の概ね全量をJA等に出荷し、出荷データ（出荷量）の提供が得られる方が対象です。 

追加選択できる特約・すべての方式に適用される特例措置

特約
　

特例

一筆半損特約
　

一筆全損特例

５割以上減少したほ場において、５割減収として評価し、当該ほ場の基準
収穫量の２割分の共済金を支払う特約。申し込み・別途掛金が必要です。
　全損の場合、当該ほ場の基準収穫量の７割分の共済金を支払う特例。 
申し込みは不要です。

一
筆
半
損
特
約
と
は
？

一筆半損特約では
ほ場Ⓒを補償します

補償されない
部分３割

補償部分
２割

耕地の収穫量
５割で評価

半
相
殺
方
式
で
は

対
象
外
で
も
・・・

ほ場
Ⓐ

ほ場
Ⓑ

ほ場
Ⓒ

５割以上の減収
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建物共済

もしもの時の
安心を

補償を充実させましょう！

火災共済

　　　　　　では、風水害・雪害・
土砂崩れ・地すべり・地震・噴火等
の自然災害は支払対象になりません！

総合共済

火災共済　と　総合共済　合わせて

近年、異常災害が多発しています！
もしもの時に後悔しない様に
今から備えてください。

選べる２つの補償

火災・落雷など 自然災害・
地震にも対応＋

対象となる事故 対象となる事故

家具類もセットで加入して安心をプラス
例）新築価格3,000万円のとき・・・

●雨漏り（老朽化を原因とするもの）は、補償の対象外です。
●修理業者の「保険で直せますよ」にご注意ください。

安心できる加入の
ポイントは！

新築価格いっぱいに

加入金額
3,000万円

支払額

1,500万円
支払額

1,500万円
支払額

750万円

火災発生

新築価格
3,000万円

※費用共済金は除いております。

損害額
1,500万円
(半焼)

加入金額
1,500万円

増やしませんか？
？さらに

建物だけの加入では
家具類は補償されませ
ん。建物と合わせてご
加入をお願いします。

ご夫婦（大人２人）で最低
1,000万円の加入をオスス
メします。

安
心
！

ご注意ください

加入金額は
どのくらいに設定
したらいいの？

ご存知
ですか？

？

こ
ん
な
に
も

差
が
！

！

火災
共済

家具類
セット加入

火災共済

1棟当たり
6,000万円まで
加入できます

1棟当たり
4,000万円まで
加入できます

グーンと
UP!

1棟当たり1億円まで加入できます。

新築価格まで
ご加入ください！
50坪（１６５㎡）の住宅だと

おススメです。
※建物の構造により異なります。

3,000万円の加入が

加入金額によって
こんなに差が出ます！

加入金額が不足していると十分な補
償が得られません。新築価格いっぱ
いまでのご加入をお願いします。

　

法
改
正
に
よ
り
、
一
筆
方
式
が
令

和
４
年
産
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

一
筆
方
式
で
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
令
和
３
年
産
ま
で
加
入
で
き
ま

す
が
、
令
和
４
年
産
か
ら
は
農
家
単

位
で
収
穫
量
を
補
填
す
る
半
相
殺
方

式
や
全
相
殺
方
式
、
地
域
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
方
式
な
ど
の
方
式
変
更
ま
た
は
、

収
入
保
険
へ
の
移
行
が
必
要
で
す
。

　

一
筆
方
式
は
一
筆
ご
と
に
被
害
を

補
償
し
ま
す
が
、
半
相
殺
方
式
、
全

相
殺
方
式
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方

式
は
農
家
単
位（
全
水
稲
作
付
面
積
）

で
被
害
を
補
償
し
ま
す
。
全
相
殺
方

式
は
、
生
産
量
の
概
ね
全
量
を
Ｊ
Ａ

等
に
出
荷
し
、
そ
の
出
荷
資
料
に
よ

り
原
則
過
去
５
か
年
間
の
収
穫
量
を

正
確
に
確
認
で
き
る
こ
と
が
加
入
要

件
と
な
り
ま
す
。

にご加入を！

お
答
え

し
ま
す
！
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収入保険加入者の皆さまへ
　保険期間の損害額は税申告後に算定しますが、対象農作物等の収穫数量の減少、販売単価の低下によ
り、品目ごとの収穫数量が９割を下回ることが見込まれる場合は、「事故発生」のご連絡をお願いします。
　また、作付けする対象農作物等の種類、栽培面積、見込収穫数量の変更など、保険期間の営農計画を変
更する場合も随時ご連絡をお願いします。保険期間の「営農計画の変更」は、補償の範囲に影響する重要
な事項です。下記に掲げた例のような事故や変更が発生した場合は、速やかにご連絡をお願いします。
　
◆ 事故発生の連絡が必要な例
　〇 台風など自然災害により作付けや収穫ができなくなった。
　〇 病害虫の被害により、収穫量が減少した。
　〇 新型コロナウイルスの感染拡大防止対策の影響により販売先が休業したり、直売所の客数の減少で
　　 収穫量や出荷量が減少し収入が減少した。
　
◆ 営農計画の変更が必要な例
　〇 営農計画書で３棟のハウスで作付けを予定していたが、定植直後１棟のハウスで病害が発生し、それ
　　 以降の栽培を断念した。その後、収入確保のため被害棟で年内に収穫できる別の品目を新たに作付
　　 けした。
　〇 保険期間中に全て収穫するはずだったが、保険期間開始前に全て収穫してしまった。または、保険期
　　 間の翌年に一部の収穫がずれ込んでしまうことが確実となった。
　〇 加入申請時には栽培する予定がなかった農産物の栽培を新たに始めた。
　
※ 営農計画を変更した結果、保険料等の変更が発生した場合は、追徴又は還付の手続きをいたします。

「収入保険で安心する経営を」
宇陀郡曽爾村　山浦 康二さん（５９）

＝経営規模＝
 サラノバレタス １５アール、
 ベビーリーフ ３アール、
 その他野菜 ４アール
 　家業である農業を継いで１８年目になります。平成２８年からは
フレンチ・イタリアン系の飲食店への食材供給を専門に行う事業者
として曽爾村やさい屋本舗企業組合を設立しています。
　農業は自分の力では防ぐことのできない自然災害によるリスクが
一番大きいです。また、新型コロナウイルス感染症の影響で飲食
店が休業し、出荷量が減少してしまいました。
　「収入＝生活、事業資金」なので、何らかの補填をしなければい
けません。補填の方法には借入する方法もありますが、安定的な収
益が見込めないことからも、収入保険によるリスクマネジメントが
必要と考えています。
　今後について、後継者にバトンタッチできるよう国の補助がある
収入保険に加入し、安心した経営を続けていきたいです。

やま うら   こう   じ

加入者の声収入保険
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支
所
事
務
所

統
合
の

お
知
ら
せ

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
農
業
共

済
組
合
の
運
営
に
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
組
合
は
平
成
３０
年
４
月
２
日
、

県
下
７
つ
の
農
業
共
済
組
合
が
合
併
し
、

新
た
に
奈
良
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
奈
良
）
が
発
足
し
て
３
年
目
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
よ
り
効
率
的
な
運

営
を
目
指
し
、
支
所
統
合
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
６
月
２９
日
に
開
催
さ
れ
た
通

常
総
代
会
に
て
承
認
さ
れ
、
令
和
３
年
４

月
１
日
か
ら
３
つ
の
支
所
、
２
つ
の
出
張

所
と
な
り
ま
す
。

　
皆
様
に
は
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現 行 統合後
・北部支所（現：やまと北部支所）
  〒630-8433 奈良市柴屋町29-1
　TEL：0742-63-6063　FAX：0742-63-5088
・北部支所郡山出張所（現：北和支所）
  〒639-1027 大和郡山市池之内町252-1
　TEL：0743-55-1280　FAX：0743-55-1380

・中部支所（現：磯城支所）
  〒633-0054 桜井市阿部11
　TEL：0744-42-2900　FAX：0744-42-6015
・中部支所宇陀出張所（現：宇陀支所）
  〒633-0253 宇陀市榛原萩原元萩原350-3
　TEL：0745-82-1164　FAX：0745-82-3595

・南部支所（現：南和支所）
  〒637-0028 五條市原町252-1
　TEL：0747-22-2320　FAX：0747-25-3620

・やまと北部支所
・北和支所

・磯城支所
・宇陀支所
・中和支所
・葛城支所

・南和支所   

北部支所

郡山出張所

南部支所

中部支所

宇陀出張所

本所・家畜診療所

各支所・出張所
ご案内

安堵町
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きりかぶの里 ～ほほえみが広がる 里山ひろば～

みんなで切り拓いた
きりかぶひろば

県内 散歩県内 散歩

栗たっぷりの竹飯ごう

この日は参加者による
絵本の読み聞かせ

　

宇
陀
郡
御
杖
村
に
竹
林
と
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
山
約
80
㌃
を
切
り
拓
い
た

森
の
学
び
場
「
き
り
か
ぶ
の
里
」
が

あ
る
。
同
里
で
は
子
ど
も
た
ち
は
力

い
っ
ぱ
い
遊
び
、
大
人
は
豊
か
な
自

然
に
癒
さ
れ
る
場
所
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
。
丘
に
は
ベ
ー
ス
の
山

小
屋
を
は
じ
め
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
、

テ
ィ
ピ
ー
テ
ン
ト
な
ど
が
点
在
し
、

斜
面
に
は
様
々
な
年
数
の
切
り
株
が

ポ
コ
ポ
コ
と
あ
る
。

　

代
表
で
あ
る
山
崎
美
重
子
さ
ん
は

「
山
が
荒
れ
、
過
疎
化
が
進
む
村
の
将

来
が
心
配
で
す
」
と
不
安
も
あ
る
が
、

み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
て
、
２
０
０

２
年
に
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、

呼
び
か
け
に
集
ま
っ
た
地
元
を
は
じ

め
、
村
外
か
ら
参
加
し
た
家
族
た
ち

と
一
緒
に
里
山
整
備
を
始
め
た
。

　

基
地
や
遊
具
作
り
、
野
山
遊
び
の

ほ
か
、
季
節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
る
。
春
に
は
竹
林
か
ら
上

が
る
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
り
、
山
菜
を
摘

ん
で
天
ぷ
ら
に
、
夏
は
竹
を
渡
し
て

流
し
そ
う
め
ん
、
秋
に
は
中
華
チ
マ

キ
、
デ
ザ
ー
ト
菓
子
等
々
を
参
加
者

と
一
緒
に
手
作
り
し
て
い
る
。

　

３
年
前
か
ら
は
、
地
域
の
高
齢
者

の
集
い
「
お
茶
飲
み
会
」
を
始
め
た
。

お
花
見
や
お
月
見
の
集
い
な
ど
、
季

節
ご
と
に
山
菜
料
理
や
郷
土
料
理
を

一
緒
に
作
り
、
脳
ト
レ
体
操
、
読
み

聞
か
せ
な
ど
が
あ
り
、
里
山
の
１
日

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
月
、
心
地
よ
い
秋
風
の
下
で
、

今
年
３
回
目
の
「
お
茶
飲
み
会
」
が

開
催
さ
れ
、
９
名
の
参
加
者
が
集
ま
っ

た
。
こ
の
日
は
全
員
で
栗
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
秋
の
食
材
が

い
っ
ぱ
い
の
竹
飯
ご
う
。
ま
た
、
炊

き
た
て
の
ご
飯
を
練
っ
て
つ
ぶ
し
、

く
る
み
味
噌
を
塗
っ
て
炭
火
で
焼
い

た
五
平
餅
な
ど
を
み
ん
な
で
作
っ
て

食
べ
た
。

　

食
事
を
終
え
た
あ
と
、
気
軽
に
で

き
る
「
か
ん
た
ん
笑
い
ヨ
ガ
」
で
は

ス
タ
ッ
フ
の
か
け
声
に
続
い
て
「
ハ

ハ
ハ
」
と
笑
い
な
が
ら
体
操
し
、
免

疫
力
の
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

    

　

ま
た
タ
オ
ル
を
使
用
し
た
リ
ズ
ム

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
体
操
し
た
り
、
歌
を

歌
っ
た
り
、
最
後
に
は
２
冊
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
も
。

　

参
加
者
の
笹
谷
吟
子
さ
ん
は
「
身

近
で
１８
年
間
も
長
い
間
、
素
晴
ら
し

い
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
最
近

知
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
」
と
話
す
。
他
の
参
加
者

か
ら
も
「
今
日
も
楽
し
い
１
日
だ
っ

た
。
ま
た
次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
笑
顔
で
声
を
揃
え
る
。

　

翌
々
日
に
は
村
内
の
保
育
所
園
児

た
ち
が
、
自
分
た
ち
で
収
穫
・
精
米

し
た
お
米
を
持
っ
て
ひ
ろ
ば
に
や
っ

て
来
た
。
羽
釜
で
新
米
を
炊
く
の
だ
。

　

竹
を
切
り
出
し
て
味
噌
汁
の
器
作

り
も
行
い
、
年
長
児
が
年
下
の
子
に

細
く
て
深
い
器
を
作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
細
い
分
、
長
く
し
て
あ
げ
よ
う

と
い
う
思
い
や
り
が
形
に
現
れ
、
飲

み
づ
ら
さ
よ
り
愛
お
し
さ
が
勝
る
。

そ
れ
を
も
ら
っ
て
嬉
し
そ
う
に
抱
き

し
め
る
光
景
や
自
分
の
手
で
握
っ
た

お
に
ぎ
り
を
「
も
っ
ち
り
し
て
、
お

い
し
い
」
と
食
べ
る
子
ど
も
た
ち
を

爽
や
か
な
秋
空
が
包
ん
で
い
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
白
木
眞
澄
さ
ん
は
「
こ

の
広
い
ひ
ろ
ば
や
急
な
斜
面
の
管
理

が
大
変
で
す
。
今
ま
で
は
コ
ツ
コ
ツ

と
草
刈
り
を
し
て
い
ま
し
た
」
と
話

し
、
今
年
は
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
草
刈
り
を
し

て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　
「
少
し
ず
つ
お
手
伝
い
し
て
い
ま

す
」
と
体
調
調
整
し
な
が
ら
も
活
動

を
力
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
ス

タ
ッ
フ
の
中
谷
フ
ミ
ヨ
さ
ん
の
存
在

も
大
き
い
。

　
「
今
ま
で
色
ん
な
方
の
支
え
や
励
ま

し
が
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

み
ん
な
が
笑
顔
で
集
え
る
ひ
ろ
ば
と

し
て
続
け
て
い
き
た
い
」
と
山
崎
さ

ん
は
笑
顔
で
話
す
。
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きりかぶの里 ～ほほえみが広がる 里山ひろば～

　

宇
陀
郡
御
杖
村
に
竹
林
と
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
山
約
80
㌃
を
切
り
拓
い
た

森
の
学
び
場
「
き
り
か
ぶ
の
里
」
が

あ
る
。
同
里
で
は
子
ど
も
た
ち
は
力

い
っ
ぱ
い
遊
び
、
大
人
は
豊
か
な
自

然
に
癒
さ
れ
る
場
所
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
。
丘
に
は
ベ
ー
ス
の
山

小
屋
を
は
じ
め
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
、

テ
ィ
ピ
ー
テ
ン
ト
な
ど
が
点
在
し
、

斜
面
に
は
様
々
な
年
数
の
切
り
株
が

ポ
コ
ポ
コ
と
あ
る
。

　

代
表
で
あ
る
山
崎
美
重
子
さ
ん
は

「
山
が
荒
れ
、
過
疎
化
が
進
む
村
の
将

来
が
心
配
で
す
」
と
不
安
も
あ
る
が
、

み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
て
、
２
０
０

２
年
に
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、

呼
び
か
け
に
集
ま
っ
た
地
元
を
は
じ

め
、
村
外
か
ら
参
加
し
た
家
族
た
ち

と
一
緒
に
里
山
整
備
を
始
め
た
。

　

基
地
や
遊
具
作
り
、
野
山
遊
び
の

ほ
か
、
季
節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
る
。
春
に
は
竹
林
か
ら
上

が
る
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
り
、
山
菜
を
摘

ん
で
天
ぷ
ら
に
、
夏
は
竹
を
渡
し
て

流
し
そ
う
め
ん
、
秋
に
は
中
華
チ
マ

キ
、
デ
ザ
ー
ト
菓
子
等
々
を
参
加
者

と
一
緒
に
手
作
り
し
て
い
る
。

　

３
年
前
か
ら
は
、
地
域
の
高
齢
者

の
集
い
「
お
茶
飲
み
会
」
を
始
め
た
。

お
花
見
や
お
月
見
の
集
い
な
ど
、
季

節
ご
と
に
山
菜
料
理
や
郷
土
料
理
を

一
緒
に
作
り
、
脳
ト
レ
体
操
、
読
み

聞
か
せ
な
ど
が
あ
り
、
里
山
の
１
日

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
月
、
心
地
よ
い
秋
風
の
下
で
、

今
年
３
回
目
の
「
お
茶
飲
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会
」
が

開
催
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れ
、
９
名
の
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加
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が
集
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た
。
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で
栗
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マ
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モ
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
秋
の
食
材
が

い
っ
ぱ
い
の
竹
飯
ご
う
。
ま
た
、
炊

き
た
て
の
ご
飯
を
練
っ
て
つ
ぶ
し
、

く
る
み
味
噌
を
塗
っ
て
炭
火
で
焼
い

た
五
平
餅
な
ど
を
み
ん
な
で
作
っ
て

食
べ
た
。

　

食
事
を
終
え
た
あ
と
、
気
軽
に
で

き
る
「
か
ん
た
ん
笑
い
ヨ
ガ
」
で
は

ス
タ
ッ
フ
の
か
け
声
に
続
い
て
「
ハ

ハ
ハ
」
と
笑
い
な
が
ら
体
操
し
、
免

疫
力
の
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

みんなで木を集めて
新米を炊きました。

力を合わせて
頑張りました

　

ま
た
タ
オ
ル
を
使
用
し
た
リ
ズ
ム

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
体
操
し
た
り
、
歌
を

歌
っ
た
り
、
最
後
に
は
２
冊
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
も
。

　

参
加
者
の
笹
谷
吟
子
さ
ん
は
「
身

近
で
１８
年
間
も
長
い
間
、
素
晴
ら
し

い
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
最
近

知
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
」
と
話
す
。
他
の
参
加
者

か
ら
も
「
今
日
も
楽
し
い
１
日
だ
っ

た
。
ま
た
次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
笑
顔
で
声
を
揃
え
る
。

　

翌
々
日
に
は
村
内
の
保
育
所
園
児

た
ち
が
、
自
分
た
ち
で
収
穫
・
精
米

し
た
お
米
を
持
っ
て
ひ
ろ
ば
に
や
っ

て
来
た
。
羽
釜
で
新
米
を
炊
く
の
だ
。

　

竹
を
切
り
出
し
て
味
噌
汁
の
器
作

り
も
行
い
、
年
長
児
が
年
下
の
子
に

細
く
て
深
い
器
を
作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
細
い
分
、
長
く
し
て
あ
げ
よ
う

と
い
う
思
い
や
り
が
形
に
現
れ
、
飲

み
づ
ら
さ
よ
り
愛
お
し
さ
が
勝
る
。

そ
れ
を
も
ら
っ
て
嬉
し
そ
う
に
抱
き

し
め
る
光
景
や
自
分
の
手
で
握
っ
た

お
に
ぎ
り
を
「
も
っ
ち
り
し
て
、
お

い
し
い
」
と
食
べ
る
子
ど
も
た
ち
を

爽
や
か
な
秋
空
が
包
ん
で
い
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
白
木
眞
澄
さ
ん
は
「
こ

の
広
い
ひ
ろ
ば
や
急
な
斜
面
の
管
理

が
大
変
で
す
。
今
ま
で
は
コ
ツ
コ
ツ

と
草
刈
り
を
し
て
い
ま
し
た
」
と
話

し
、
今
年
は
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
草
刈
り
を
し

て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　
「
少
し
ず
つ
お
手
伝
い
し
て
い
ま

す
」
と
体
調
調
整
し
な
が
ら
も
活
動

を
力
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
ス

タ
ッ
フ
の
中
谷
フ
ミ
ヨ
さ
ん
の
存
在

も
大
き
い
。

　
「
今
ま
で
色
ん
な
方
の
支
え
や
励
ま

し
が
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

み
ん
な
が
笑
顔
で
集
え
る
ひ
ろ
ば
と

し
て
続
け
て
い
き
た
い
」
と
山
崎
さ

ん
は
笑
顔
で
話
す
。

    



　

農
業
共
済
新
聞
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
共
済
部
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
組
合
員
の
皆
様
方
等
に
幅
広
く
愛
読
い

た
だ
い
て
い
る
週
刊
紙
で
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
の
説
明
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

団
体
の
動
き
を
は
じ
め
、
農
政
、
営
農
技

術
、
農
産
物
流
通
、
農
業
資
材
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

　

「
農
業
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
農
業
紙
」
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
紙
面
作
り
を
行
っ
て
い
て
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
職
員
が
県
内
農
業
や
暮
ら
し

の
話
題
に
つ
い
て
詳
し
く
楽
し
く
取
材
し
た

「
地
方
版
」
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

●
年
極
購
読
料
５
，
５
２
０
円

　

毎
週
水
曜
日（
月
４
回
）発
行
で
す
。

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
お
近
く

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞

の
ご
案
内

　

本
組
合
で
は
、
加
入
す
る
際
の
共
済
掛
金
の

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
へ
の
移
行

を
勧
め
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
お
手

数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
口
座
振
替
移
行

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
座
振
替
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
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ち
ょ
っ
と
見
つ
け
た
い
い
も
の 

道
の
駅 
吉
野
路
上
北
山

吉
野
郡 

上
北
山
村

　
上
北
山
村
は
奈
良
県
吉
野
郡
南
部
の
山
間
部
に
位
置
し
、
97
％

が
山
地
と
い
う
緑
深
く
、
県
内
で
２
番
目
に
面
積
が
広
い
村
で
あ

る
。
西
に
大
峰
山
脈
の
稜
線
、
東
に
台
高
山
脈
・
大
台
ケ
原
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
自
然
の
豊
か
な
村
で
あ
る
。

　
道
の
駅
「
吉
野
路
上
北
山
」
は
、
京
阪
神
方
面
か
ら
南
紀
へ
の

最
短
ル
ー
ト
、
国
道
１
６
９
号
線
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
駅
内
に
は

大
自
然
の
観
光
情
報
や
地
元
の
特
産
品
、
お
土
産
物
が
充
実
し
て

い
ま
す
。
ま
た
月
１
回
、「
か
み
き
た
山
の
め
ぐ
み
市
」
と
し
て
地

元
産
の
野
菜
・
果
物
・
山
菜
な
ど
旬
の
も
の
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
品
の
１
つ
で
あ
る
上
北
山
村
特
産
品
「
と
ち
も
ち
」
は
村
内

の
山
々
で
採
れ
た
「
と
ち
の
実
」
を
木
灰
汁
で
ア
ク
を
抜
く
昔
な

が
ら
の
製
法
で
一
口
食
べ
れ
ば
、
ほ
の
か
な
苦
み
が
口
い
っ
ぱ
い

に
広
が
り
ま
す
。

　
道
の
駅
の
隣
に
は
今
年
６
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

「
フ
ォ
レ
ス
ト
か
み
き
た
」
が
あ
る
。
館
内
に
は
「
上
北
山
温
泉 

薬
師
湯
」
が
あ
り
、
ツ
ル
ツ
ル
と
、
肌
が
き
れ
い
に
な
り
美
人
に

な
る
と
評
判
の
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
が
あ
る
。
宿
泊
の
ほ
か
、

レ
ス
ト
ラ
ン
「
森
人
（
も
り
ー
と
）」
や
地
下
に
は
２
室
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
が
あ
る
。

道の駅 吉野路上北山

上北山村特産品「とちもち」
1袋750 円（税込）

駅内にある物産販売所＆コンビニ 上北山温泉 薬師湯 木風呂 フォレストかみきた


